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１．はじめに 

レオメータという粘弾性測定装置を用いて泡のレオロジー測定を始める基礎作りとして、強固な泡沫

を調製する方法の模索から始めた仕事の経過報告を行う。はじめは市販のミルク泡立器を使い、スキム

ミルクと食品添加物の増粘剤（メトローズ）の割合を変えて調製した無脂肪乳 30ｇを 1 分間泡立てた。

出来上がった泡沫の時間経過観察を行い安定性評価のデータ化へと進めたが、もっとシンプルな泡作り

をと要求されるものは変化し、そのつど泡沫の調製方法を変えた。現在は改良ロス－マイルス法１）を採

用し、泡沫の高さや 1 個の泡の大きさなどを計測し安定性評価のデータ化を探っているところである。

今回は、実験の再現性向上のために自分なりに工夫したところを中心に報告する。 

 

２．改良ロス－マイルス法 

いくつかある泡沫の安定性評価方法の中から改

良ロス－マイルス法を採用し、図１に示す規格に

従い、ガラス器具を組み合わせて装置一式を製作

した。シンプルな泡作りに変更した泡の調製材料

はメトローズと水のみで、手順は減り楽になった。

一方、調製量は実験１回につき７００ミリリット

ル、同じ実験を 3 回行うためには２リットル必要

となり、今までにない大量調製を毎日行うことと

なった。メトローズの特性として調製溶液の粘度

は温度依存性があり、図２に示すように恒温循環

水槽とアクリルボックスの併用により測定部分

の温度管理を行い、実験結果の再現性向上を図

った。 
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